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インパクトIPO普及のためのご提案



◆ 中長期的には投資先企業の業績にパフォーマンスは収斂すると考えています。

◆ 当ファンド投資企業において、社会課題の解決に貢献する有望市場は指数関数的に成長し、対象企業の加速度
的な業績拡大を期待しています。結果としてパフォーマンスは改善を見込みます。

パフォーマンスの見通しについて(当社グローバルインパクトファンド販促資料）
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当ファンド 一般的なファンド

課題解決ニーズの顕在化、革新的技術の確立に時間を要すケースが多い
一方で、大きな上昇幅が期待できる企業が多い

当ファンド 一般的なファンド 備考

銘柄選択の適切性 ◎ ○
• 長期シナリオに基づいた社会課題の解決に資する銘柄の特定
• 投資先企業に対して将来目標を共有し、具体的な対話による進捗確認

業績・時価総額の上昇幅 ◎ 〇
• 社会課題の進展とともに加速度的な需要・業績拡大を期待
• 成長余地が大きい中小型企業を中心としたポートフォリオ

上昇までに要する時間 △ 〇 • 課題解決ニーズの顕在化や革新的技術の確立の正確なタイミングは予測困難

（ご参考）投資企業の成長イメージ



インパクトIPOに必要な視点

◆ 健全な市場創造のためには適切な情報開示と適切な値付けが必要

◆ 事業会社→インパクト事業を拡大するための適切な価格と規模の資金調達

◆ VC→エグジットした後もインパクト企業が市場において適切な評価を受け、資金調達し、持続的な成長を実現す
ることによりインパクトを最大化することが大切な視点

◆ 上場株インパクト投資家→長期リスクリターンの観点で適切なリスクプレミアムを織り込んだ価格にてインパクト
企業へ投資をすることで、その後のアディショナリティの実現等によりインパクト発現と財務リターンを享受

◆ 一般アクティブ投資家→長期に亙る情報開示とロジックに基づき、インパクト発現の確度をよりどころに財務リ
ターンのアップサイドを評価し投資することで適切な財務リターンを享受



当社インパクトファンドの投資プロセス

②



①インパクト選定基準としてインパクト評価の5要素を活用



②IMMプロセス

◆ インパクトゴールとなるKGIと、その進捗を把握するアウトプット・アウトカムKPIの設定・管理

◆ インパクトリターンと財務リターンの関連性に関する定性・定量ロジックの把握とエンゲージメントに活用


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

